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新しい技術のうち,細胞融合は組換え DNA とは異なり, 遺伝子の導入にベクタ 系ーを必要としないと
いう利点はあるものの,世代を経るにつれて何れかの形質に分離する場合が多く,融合した細胞中で遺伝子













①ェンド型セルラーゼ (CMC ア-ゼ):セルロースの β-1,41グルコシド結合をエンド様式で分解,



























































生産微生物 C･versicolor,L･edodes,S･commune, P . chrJ SOSPorium,C ･ uers- P.cjw_Vsosporium,C.Uers-
A.bisporu.-,R･rigTl0Su∫,F･anosus, 1'color,P･radiala, icolor,P.radiata,L.




性の指標とするものである｡ しかし, この反応は主としてフェノール酸化酵素活性の生産を示 し,LiPあ








以上の方法に代わる方法として,われわれは,後述する P.chrJ∫OSPorium の LiPDNAの塩基配列の-JbHミ
(0.59kb)をプローブとして (図 1),各種の担子菌の染色体 DNAの制限酵素分解断片とノ､イブ1)ダイゼ
ーショソを行なった9)｡ これは,後に述べるように,LiP遺伝子の DNA の塩基配列が担子菌の菌種にか
かわらず相同性が高いと推定されることに依っている｡ その結果, 白色腐朽菌ヤケイロタケ (Bjerkandel･a
adusia)などに LiP遺伝子が存在する可能性を認めた｡従来これは LiPを生産しない菌として報告され
ていたものであったIO)｡実際,本菌はグルコース-ペプトン培地において,アリルアルコール (ベラトリル





E又onN0. 1 2 3 4 5 6
lntronNo. 1 2 3 4 5 6
7 8 9
7 8




























木材研究 ･資料 第27号 (1991)
?
??
? ? ? ?
? ? ? ?















溶lHj溶媒 :I,20mM コ-ク酸緩衝液 (p714.5);Tl+
0･lM NaCl;1日 +0.5M NaCI
Lacにおいても,複数の酵素蛋白が同-備 により生産されることが認められており,等電点の相違によ
りグループ分けされ LacA およびBと称されている｡また,カワラタケ (Coriolusversicolor)においては













コードする遺伝子が存在するか否かが問題となる｡Zhang16) らによれば,P.chry∫osporium の DNA のサ
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われわれは,前述のように DNA ブロ -ーブを用いるスクリーニングによりB･adustaに LiP遺伝子の
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与するヒスチジン (distalHis)周辺のアミノ酸配列が,LiP と MnPの間でも, また, これらと担子菌
以外から精製されているペルオキシダーゼの間でも極めて相似性が高いということである｡これは,ペルオ
キシダーゼが-ムを配位し,過酸化水素を電子受容体とするという共通の性質を持つことからすれば当然の
ことかも知れない｡P･chrJsosporium および B･adustaの LiP,P･chrJSOSPorium の MnPお よび西洋ワ
サビなどのペルオキシダーゼの His周辺のアミノ酸配列を図6に示す18)｡
C.LiPおよび MnP遺伝子の発現


































タ -ーの作成である｡Gold らのグループ26)は スエヒロタケ (Schizopkylum comm,une)の形質転換系で作成さ
れているにアデニン合成遺伝子を組込んだプラスミドを P.cf"J50SPorium のアデニン要求株 (Ade-)に導
入 し,アデニン要求性を示さなくなった株 (Ade-)を得ている｡この時,プラス ミドは宿主の染色体 DNA
にその複数が組込まれていた｡もう一方は 自律増殖型ベクタ一の作成である｡Reddyらのブル-プ27)は酵




十方,i.edode∫や P･OstreaLusのミトコンドリア中にはプラス ミド様の DNA が見出され,その自律増
殖配列 (ARS)が クローニングされている28)｡ このような ARSを組込んだベクターが作成できれば,担
子菌の形質転換に利用できるものと考えられる｡
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